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・意図 

［設問１］ 

小児外科疾患の中でも重要な疾患である鎖肛（直腸肛門奇形）に関して、その病型分類を述べ、病型

ごとに新生児期における治療方針（外科治療とするか保存的治療とするか）を決定し、根治術の時期

までの管理と病型ごとの手術術式を理解しているかを評価することを目的とした。術式も標準的な方

法のみでなく、最近の術式についても学術論文を読み理解しているかを確認する。 

 

［設問２］ 

今後大学院で研究するにあたり、自ら目標・課題を持ち、それを解決していくためにはどのような手

段が必要となるかを問うた。医学博士を志す者として、国際的な学術論文の読解や自らの研究成果の

英文発表が不可欠であるが、同時に臨床において常に自らが疑問を持ち解決する心構えがあることが

重要であり、これを評価する。 

 

・解答 

［設問１］ 

鎖肛（直腸肛門奇形）の病型分類を正確に記載しておれば採点対象とする。また手術時期及び手術術式

を理解し記載されているかも採点対象とする。 

以下の項目などが記載され、論理的に記されていれば加点する。 

1. 解剖について、特に直腸肛門括約筋との関係 

2. 病型の診断方法 

3. 新生児期の治療（一期に手術をするか、保存的治療とするか） 

4. 手術をするとすれば一期に根治術を行うか、人工肛門とするか 

5. 人工肛門を造設するとすればどの位置の作るか 

6. 乳児期に根治術を行うまでの栄養の管理方法 

7. 乳児期の根治術の術式（経腹的か仙骨会陰式か） 

8. 乳児期の根治術の術式（開腹手術か腹腔鏡的手術か） 

9. 術後の新肛門の管理（後療法としてのブジー）  

10. 術後の排便機能について（病型ごとの） 

11. 合併奇形について 

12. 特殊な病態に対する治療について 

 

［設問２］ 

今後自らが研究対象とする疾患についての理解度と疾患の現時点での問題点について列挙されていれ

ば採点対象とする。さらにその問題点を解決するための方法について具体的な方策を述べていれば加点

する。 


